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令和７年３月２６日 発行 

校長ブログ令和６年度第８号（通算２２号） 

                       

「わとくのサンルームから」 

兵庫県立和田山特別支援学校 

←本校ブログページのＱＲコードです。     校長 野口 照正 

  

 １ 2年間、お世話になりました  

 令和6年度末をもって、本校の校長職を退任することになりました。 

 大学卒業後、高校現場のみで働いてきた私にとって、特別支援学校の現場はとても新鮮で、

「教育の原点」を垣間見た2年間でした。このような門外漢の私を支えてくださった本校職員

や児童・生徒、そして保護者の皆さま、地域の皆さまに、心からのお礼を申し上げます。本当

にありがとうございました。 

 ご存じの通り、児童・生徒数が継続的に減少している昨今において、「支援を要する児童・生

徒数」は年々、右肩上がりに増加しています。本校でも来年度は生徒数が約1割増加し、スク

ールバスも４台体制になります。職員数も増加することにより、駐車場のスペースが非常に厳

しい状況になったのですが、朝来市のご厚意により、竹田城観光駐車場の一部をお借りするこ

とにより、この難題を解決することが出来ました。 

 改めて、「わとく」が地域に支えられて活動できている学校であることを再認識し、感謝の気

持ちでいっぱいです。この「ご恩」返しとして、本校の活動が地域振興の一翼を担えるよう、

これからも児童・生徒、職員が心を一つにして、取り組んで参ります。 

 今後とも、「わとく」へのご理解、ご協力、ご声援を賜りましたら、幸いです。どうぞ、よろ

しくお願いいたします。 

 

 ２ 卒業式を振り返って  

去る３月１４日に、厳粛かつ心温まる卒業式を挙行することが出来ました。 

稚拙ではありますが、校長の式辞（一部抜粋）を掲載します。 

 

竹田城跡が山開きを迎え 柔らかな日差しに春の訪れを感じる今日の佳きに ご来賓と

して 本校ＰＴＡ会長さま そして 保護者の皆さまのご臨席を賜り 令和六年度の卒業

式を挙行できましたことを 在校生本校職員を代表して 高いところからではございます

が 心よりお礼を申し上げます ありがとうございます 

 さきほど卒業証書を授与いたしました十四名の皆さん ご卒業おめでとうございます 

 皆さんは本校の教育課程をしっかりと修められ 今日の日を迎えられました 在校生 

教職員を代表して 皆さんのご卒業を 心より お祝い申し上げます 

 小学部を卒業する二名のみなさんは 小学部での六年間で 自分で出来ることが たく

さん増えましたね 四月からは中学生です 心も身体もさらに大きく成長されることを 

期待していますね 
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 中学部を卒業する六名のみなさんは 九年間の義務教育を立派に終えられました そし

て 自らの意思で本校高等部への進学を決意されました 高等部では自分の将来を切り拓

けるよう 失敗を恐れずに いろいろなことに挑戦しましょう 

 高等部を卒業する六名の皆さんは いよいよ大人としての生活がはじまります これか

らは 自らが考えて行動し 人生を切り拓くことになります 皆さんには 本校での学び

を通して 「夢を叶える力」が 身についています 自分の力を信じ自信を持って 四月か

らの新しい環境で 頑張ってくださいね      

 さて「インクルーシブ」ということばが世の中で使われるようになって 三十年以上経ち

ました 現代では「インクルーシブ教育」が社会に根付きはじめ さらに「インクルーシブ

社会」または「共生社会」の実現を目指す時代となりました 

 つまり みなさんも社会の一員として 自分のできることをみつけて 社会に役立つひ

とになることが求められています 

 今から千二百年以上前に 京都に最澄とい素晴らしいお坊様がおられました この方の

有名な言葉の一つに 「社会のひと隅みを照らす生活をしましょう その人こそが 国の宝

となる人です」が あります 卒業する皆さんも 大切なこの国の宝なのです 自分を磨き

他の人のために働ける 慈悲深い大人になってくださいね  

最後になりましたが 保護者の皆さま 本日はお子様のご卒業 誠におめでとうござい

ます 皆さまには これまで本校の教育活動につきまして 数多くのご理解とご支援を賜

りました この場を借りて 心から お礼を申し上げます 

お子様が新たな環境に身を置かれると 楽しみと共に新たな悩みも生じるかと思います 

本校の職員は これからも 卒業生一人ひとりが豊かな人生を実現し インクルーシブ社

会を担える人材となれるよう 保護者の皆さまと力を合わせて お子様の支援に努めます 

何かございましたら いつでも本校職員まで お声がけをいただけましたら幸いです 

さぁ 卒業生の皆さん 新しいステージが待っています 皆さんとの出会いに感謝を申

し上げますと共に 卒業生の未来が幸多きものとなりますよう祈念して 令和六年度卒業

式の式辞と いたします   

令和七年三月十四日 

                         兵庫県立和田山特別支援学校 

                              校長 野口 照正 

 

２年間、校長ブログのご高覧をいただきまして、ありがとうございました！ 

 


